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リトル・クリエイターズとアジアのネットワーク 

 
 リトル・クリエイターズは 2007 年から活動を開始し、2009 年に NPO として登記した。一貫

して、恵まれない環境におかれた子ども、特に児童養護施設の子どもを対象に、アートをツール

として自己表現を学ぶ場、それを発表する場、発表をつうじて国際交流をする場を提供してきて

いる。 

 リトル・クリエイターズの設立のきっかけがシンガポールとの

文化交流だったこともあり、早い段階からシンガポールにパート

ナーを見つけ、徐々にアジア各国にパートナーを作ってきた。今

ではシンガポールのほかに、特にマレーシア、インドネシア、フ

ィリピンと深い繋がりを持って活動している。 

 国際活動の内容は、美術作品の共同制作、ウエッブ交流会など

があるが、中でもチャリティ・コンサートを通じての各国との協

力は力強いものである。それぞれの国で開催される『チャイル

ド・エイド・アジア』というチャリティ・コンサート・シリーズ

に、お互いの国の子どもを招聘しあい各国での恵まれない環境の

子どもに対する募金活動に協力している。日本では 2011 年に当

該コンサートの開催を始め、2013 年、2014 年、2016 年、2018

年と 5 回開催した。また、2015 年と 2017 年には、規模を少し

縮小して『チャイルド・エイド・アジア〜Friendship コンサー

ト』も開催した。どのコンサートにも、各国の『チャイルド・エ

イド・アジア』に参加した子どもから数名が選抜され、日本の音

楽的才能がある子どもと児童養護施設で育つ子どもと一緒にコン

サートを作り、募金を集めた。日本では、集まった募金を児童養

護施設などでの美術や音楽など創作ワークショップの制作費に充

てたり、生活環境がゆえに芸術を諦めざる得ない子どもの短・長

期留学費用に充てたり、あるいは各国の『チャイルド・エイド・

アジア』に参加する子どもの渡航費に充てたりしてきている。 

2020 年のコンサートはオリンピック開催を控え『チャイル

ド・エイド・インターナショナル』と銘打って五大陸からの参加

者を迎えることが決まっていたが、新型コロナウイルス感染拡大

のためにコンサートは中止、バーチャルでコンサートを配信し

た。このバーチャル・コンサートを通じて 600,481 円の寄附をお預かりし、児童養護施設聖園子
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供の家（みそのこどものいえ 神奈川県藤沢市）に Wi-Fi 環境を整え 25 台の PC やタブレットを

届けることができた。またこの寄附の中から、シンガポール、マレーシア、インドネシアのパー

トナーを通じて、それぞれの国の恵まれない環境の子どもが ICT 環境を得られるよう寄附をし

た。（詳細については

http://www.littlecreators.jp/contents/CAA2020Virtual%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B82.

pdf） 

 このような背景のもと、アジア５カ国（シンガポール、マレー

シア、インドネシア、フィリピン、日本）で、5 週間にわたっ

て、クリスマスにチャリティ・コンサートを開催しようというこ

とになったのが、ここにご報告する『チャイルド・エイド・アジ

ア クリスマス編 Spirit of Giving（思いやりの心）』である。 
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チャイルド・エイド・アジア クリスマス編 

Spirit of Giving 

 
『チャイルド・エイド・アジア クリスマス編 Spirit of Giving』は、2020 年 11 月 22 日から

5 週間にわたりシンガポール、マレーシア、インドネシア、フィリピンそして日本の５カ国の青

少年が、愛や思いやり、善意を分かち合おうと開催されたバーチャル・コンサートである。 

 音楽という共通項を持つ５ヵ国の若いアーティストが、新型コロナウイルスの感染拡大に影響

を受けた恵まれない環境におかれた子どもに何かできることはないかと立ち上がり、1 回 3 曲、

最終週は 5 曲のミニ・コンサートを開催した。ICT 環境が整っていないために、子どもの間で勉

学の格差を生まないように、そのギャップを埋めるべく、コンサートにあわせて寄附を募った。 

 演奏曲目は、フィリピンとインドネシアのディ

レクターが編曲。出演者は各自自宅で練習・演奏

し、録音・録画したものをインドネシア・チーム

に送信し、インドネシアで編集作業を行い配信し

た。尚、製作過程で、マレーシアでは新型コロナ

ウィルス感染拡大によりロックダウンとなり、ア

ーティストの多くの環境が整わず参加できない状

態になったことは誠に残念だった。 

概要 

タイトル：  チャイルド・エイド・アジア クリスマス編 Spirit of Giving 

配信・曲目： 2020 年 11 月 22 日 21:15JST~ 第一部 

   God Rest Yer Merry Gentlemen 

   Angel We Have Heard 

   Go Tell It on the Mountain 

  2020 年 11 月 29 日 21:15JST~ 第二部 

   O Holy Night 

   O Christmas Tree 

   Jingle Bells 

  2020 年 12 月 6 日 21:15JST~ 第三部 

   Silent Night 

   Rockin’ Around the Christmas Tree 

   We Wish You a Merry Christmas 
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  2020 年 12 月 13 日 21:15JST~ 第四部 

   Joy to the World 

   Deck the Halls 

   Hark the Herald Angels Sing 

  2020 年 12 月 20 日 21:15JST~ 第五部 

   Oh Little Town of Bethlehem 

   Auld Lang Syne 

   God Rest Yer Merry Gentlemen 

   Joy to the World 

   Silent Night 

   Jingle Bells 

 

チャンネル： ChildAid Asia – International YouTube 

イメージ・デザイン： Rochelle（シンガポール） 

共  催： NPO リトル・クリエイターズ（日本）／The RICE Co., Ltd.（シンガポール） 

  NPO The Smile（マレーシア）／Yayasan Asa Sehati（インドネシア） 

  FMAC（フィリピン） 

助  成： National Youth Council（シンガポール ― ASEAN の若者の交流に対して） 

 

編  曲： Ferdinand Marsa（インドネシア）／Atek Jacinto（フィリピン） 

出 演 者： これまでに各国の『チャイルド・エイド・アジア』シリーズに参加した OG、OB 

そしてそのベネフィシャリの中から有志が出演。日本人出演者は以下のとおり。 

 

四宮彩葵(piano) 吾妻真優 (vocal) 森山ひかる (oboe) 石原怜奈 (flute) 

矢口桃子(vocal) 菅野真奈 (flute) 前川雄司 (三味線) 鈴木義了 (flute)  

堀内心優彩 (flute) リトル・ミュージカル (合唱：根岸実央 進藤璃音  

北山櫻子 中瀬凛香 沈あい 沈しずか 河鰭涼 阿部真由花 田口ひまり  

本橋温那 高橋詩陽 高橋舞桜 岡部由希子) なつみ（司会） 

 

参加者の皆様のご協力に心から感謝申し上げます。どうも有難うございます。 
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チャイルド・エイド・アジア クリスマス編 

Spirit of Giving ダイアログ・セッション 

 
 2020 年 12 月 20 日 20:15JST から、

各国２人の代表出演者計 10 人による

ダイアログ・セッション（英語）を非

公開で ZOOM を使って開催。以下の

内容について、それぞれの意見を発表

した。日本からは、四宮彩葵、吾妻真

優が参加した。 

 

 

 

 

 

 トピック１ 出身国の音楽と、普段どのように練習をしているかを紹介。 

 トピック２ 今年のクリスマスはいつもと違うか。そして当該コンサート Spirit of Giving の 

ようなイベントについてどう考えるか。 

 トピック３ バーチャル・コンサートに参加してみてどう感じたか。 

 トピック４ Spirit of Giving から何を学んだか。 

 トピック５ 舞台芸術やエンタメ業界に進もうと考えている後輩たちに、何かアドバイスは 

あるか。 

 

 参加者は皆、当該企画で実際には一緒に演奏をすることができなかったが、このセッションを

通して製作過程の苦労や出来上がった作品への満足感を共有することができた様子だった。物理

的に離れていても ICT を利用してコンサートを作り発信することが可能であると実感したこと、

また、一曲のうちの部分の演奏をして提出する方式だったので最終的にどのような楽曲になるか

戸惑いもあったが完成品を聞いたときの喜びは大きかったことなどが語られた。 
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ファンド・レイジング 

 
 新型コロナウイルスの感染拡大による教育格差の広がりは世界各国で見受

けられ、ICT 環境を有するかそうでないかが、子どもの教育を受ける権利を

直接的に脅かしている。そこで各国主催者が、それぞれの国の恵まれない環

境におかれた子どもに ICT 環境支援を行うために、各々寄附専用口座を設け

て当該コンサート視聴者に寄附を呼びかけた。 

 

 日本で集まった寄附金は合計で 231,778 円。リトル・クリエイターズは、こ

れまでに３つの児童養護施設で活動をしてきているが、今回は東京都昭島市に

ある双葉園の ICT 環境を整えることを目標とした。双葉園とは、過去に観劇会

を開催したり退所者支援を行ってきた。 

 

リトル・クリエイターズでは、寄附金のお願いに加え、新品あるいは中

古の PC やタブレットの寄附も募集し双葉園に届けた。 

 

寄附金をお寄せくださった皆様（順不同） 

 西村機械様   

Jo Pompen 様  J.E.Bauwens 様 

 実山隼人様  山内健也様  河端彩様 

吾妻真樹様  高梨陸斗様  友谷真実様 

        ほか 

 

PC、タブレットなどをお寄せくださった皆様（順不同） 

 一般社団法人アフリカ開発協会様 

 富田裕美様 

 

 

この場をかりて、ご寄附くださった皆様に心より御礼申し上げます。有難うございます。  
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双葉園と ICT 環境 

 
 リトル・クリエイターズでは、東京都昭島市にある双葉園（社会福祉法人恩恵財団 東京都同

胞援護会 https://doen.jp/introduction/child/futaba）に暮らす子どもたちを観劇会に招待した

り、退所者がシンガポールで開催された青少年交流会に参加できるようにしたり細々と支援をし

てきた。 

 

 双葉園には現在定員の 50 人が７つのユニット（内２つはグループホーム）で生活している。

新型コロナウイルスが感染拡大してから寄附などもあり、各ユニットに 1 台ずつ PC が設置され

ている。今春、退所を予定している高校 3 年生が 6 人いて、退所の際には中古で構わないので１

台ずつラップトップを持たせたいと考えている。タブレットなどもあれば他の入所者に使わせた

いが、優先順位としてはノート PC にワード、エクセル、パワーポイントのソフトとセキュリテ

ィ・ソフトをインストールしたものを 3 台入手することとのことだった。 

 

 2020 年 12 月末までに、必要ソフトをインストールした中古のノート PC 3 台、タブレット 1

台、スマートフォン 2 台を届けた。また 2021 年 2 月にはお預かりした寄附金を使って、新品の

タブレットを７台届けた。すでに所有していた PC をあわせると、これで高校 3 年生の 6 人が全

員 PC を持って春には退所できることになるし、且つ７つのユニットに 1 台ずつタブレットが配

布できることになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは、ゲームから・・・ 

https://doen.jp/introduction/child/futaba
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収支報告 

 
『チャイルド・エイド・アジア クリスマス編 Spirit of Giving』における収支報告は、以下の

通り。 

（収入） 

寄附金総額        合計  231,778 円 

（支出） 

双葉園への支出 

 PC、ソフト、周辺機器         18,987 円 

 双葉園への梱包・送料           1,830 円 

 タブレット７台（送付料込み）      198,660 円 

         合計  219,477 円 

 

         残金     12,301 円 

 

製作費は総額で約 13,000SGD。一部は助成金をあて、残りを 5 ヵ国で按分して負担。日本から

は、86,500 円を支払った。残金は、リトル・クリエイターズが企画する次回のチャリティ・イベ

ントの製作費に充てる予定である。 

 

リトル・クリエイターズのこれからの活動 
 

リトル・クリエイターズの活動の基盤である児童養護施設での創作ワークショップが、緊急事

態宣言を受けて開催できない状態が続いているが、解除されたらワークショップを再開しようと

考えている。一方で、これまで開催してきたコンサートを同じ形で続けていくのは当面難しく、

できることは何か、何を実現すべきかと児童養護施設の子どもの声を聞きながら模索している。 

 

現在、進行、予定している活動は、以下の通り。 

1 月 17 日 『チャイルド・エイド・アジア』開催 10 周年を記念して、テーマ曲「輝く明日

へ」を過去のコンサートの映像とともに発表。（ホームページから視聴可能 

http://www.littlecreators.jp/） 

3 月〜６月 日本シンガポール・デジタル・アート交流 

2021 年秋 日本（聖園子供の家）X シンガポール（Yu Neng）小学校 デジタル展覧会 

 

今後とも、どうぞ変わらぬご支援、ご協力をお願い申し上げます。  

http://www.littlecreators.jp/

